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研究調査に対する協力のお願い 

盛夏の候 皆様にはお元気でお過ごしのことと拝察いたします。私は、富士 

大石寺門流の宗学並びに宗史を研究している者です。皆様の間では、私は宗門 

の離脱僧として認識されているようですが、この度は一研究者としての立場か 

ら、研究調査にご協力頂きたく、お願い申し上げる次第です。 

ご存知のこととは思いますが、私の研究テーマは「現代の大石寺門流の信仰 

における唯授一人相承の意義」であり、すでに同論文を『東洋哲学研究所紀要』 

第 20 号に発表いたしました。それに対して、先月の半ば、貴宗門の宗務院から 

私宛てに反論文書らしき小冊子が送られてきました。しかし、それは学術的内 

容ではなかったので、当方としては、いささか残念に感じております。 

つきましては、学問研究の発展に資するため、現管長のあなたに、是非とも 

お伺いしたいことがございます。質問は全部で 10項目あり、別紙の通りですの 

で、ご多忙中とは存じますが、是非ともご協力を頂けないでしょうか。返信用 

封筒を同封いたしましたので、そこに回答書を入れ、ご返送のほどを宜しくお 

願い申し上げます。ご回答の内容は、今後の研究に反映させ、その成果を必ず 

報告させて頂きます。また、残念ながらご回答、あるいはご回答頂ける旨のご 

返事が得られなかった場合、失礼とは存じますが、回答不能の意思表示として 

研究の参考にさせて頂きます。何卒ご了承下さい。 

また、勝手なお願いで甚だ恐縮ですが、できれば８月末日までにご回答を頂 

きたく、重ねてお願い申し上げます。 
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